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■
農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

現
在
は
妻
と
一
緒
に
梨
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。就
農
す
る
前
は
、調
理
師
と
し
て
働

い
て
い
ま
し
た
が
、27
歳
の
時
に
実
家
へ
戻

り
梨
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。人
と
話
す
の

が
得
意
な
方
で
は
な
く
、作
物
と
向
き
合

う
農
業
が
自
分
に
は
合
っ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。子
ど
も
の
頃
か
ら
梨
栽
培
を
す

る
両
親
を
手
伝
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、身

構
え
る
こ
と
な
く
自
然
に
農
業
を
始
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。お
ふ
く
ろ
か
ら
は

「
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
う
た

め
の
梨
だ
か
ら
、大
切
に
扱
わ
な
く
て
は

い
け
な
い
よ
」と
、梨
へ
の
向
き
合
い
方
を

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。今
で
は
、大
切
に

育
て
た
梨
を
皆
さ
ん
に
食
べ
て
も
ら
い
、

「
お
い
し
い
」と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が

何
よ
り
の
励
ま
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
栽
培
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

栽
培
で
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
、大
玉

の
梨
を
作
る
こ
と
で
す
。そ
の
た
め
、作
業

に
遅
れ
が
出
な
い
よ
う
適
期
の
管
理
作
業

や
毎
年
の
土
づ
く
り
、病
害
虫
防
除
な
ど
、

当
た
り
前
の
こ
と
を
丁
寧
に
き
ち
ん
と
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
の
暑
さ
は
梨
の
生
育
に
も
影
響

が
出
て
い
ま
す
。昔
は
、も
っ
と
ゆ
っ
く
り

大
き
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
感
じ
で
し
た

が
、近
年
は
あ
ま
り
に
も
暑
く
、生
育
が
一

気
に
進
ん
で
し
ま
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、

天
候
に
合
わ
せ
た
細
や
か
な
管
理
が
必
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
部
会
に
つ
い
て

昨
年
の
夏
、体
調
を
崩
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。そ
ん
な
時
に
支
え
て

く
れ
た
の
が
梨
部
会
の
皆
さ
ん
で
す
。園

地
の
管
理
や
収
穫
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

部
会
は
、栽
培
方
法
や
病
害
虫
な
ど
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
し
た
り
、情
報
共
有
を

し
た
り
す
る
大
切
な
場
所
で
す
。農
業
を

始
め
た
ば
か
り
の
頃
も
部
会
の
先
輩
や
梨

研
究
会
の
皆
さ
ん
に
は
栽
培
に
関
す
る
こ

と
を
た
く
さ
ん
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
、こ
う
し
て
梨
の
栽
培
が
で
き
て
い
る
の

も
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。

■
今
後
は
？

今
は
、稲
作
や
大
豆
の
栽
培
も
し
て
い

ま
す
が
、い
つ
か
は
梨
の
栽
培
だ
け
で
生
計

を
立
て
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。そ
の
た
め
に
は
園
地
の
拡
大
や
労
働

力
の
確
保
が
大
き
な
課
題
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、私
の
作
っ
た

梨
を
た
く
さ
ん
の
方
に
食
べ
て
喜
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
、梨
と
向
き
合
い
な
が
ら
一

歩
ず
つ
前
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。失
敗
し
て
も
次
に
生
か
せ
る
と
前

向
き
に
考
え
て
、大
玉
で
お
い
し
い
梨
の
栽

培
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

今月の表紙は、営農渉外担当者がイチゴ生産者を訪問した際に
撮影しました。
営農渉外は、農家の皆さまのもとに出向き、土壌分析に基づい
た肥料の提案を行うことで適切な施肥による生産コストの低
減に貢献するとともに、近年では環境負荷低減につながる生産
資材の提案なども行っています。農薬・肥料など生産資材のご相
談やご注文は、営農渉外に何なりとお申し付けください。
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Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
は
６
月
26
日
、ピ
ー
ポ
ー
ト
甘
木
・
大
ホ
ー
ル（
朝
倉
市
）で

「
第
31
回
通
常
総
代
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。当
日
は
各
地
区
か
ら
総
代
に
よ
る
出

席
２
１
４
人
、書
面
議
決
書
に
よ
る
出
席
２
５
２
人
、合
計
４
６
６
人
が
出
席
し
、

定
款
に
定
め
る
開
催
要
件
を
満
た
し
、総
代
会
は
成
立
し
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
の
事
業
報
告
、令
和
７
年
度
か
ら
９
年
度
の
中
期
経
営
計
画
と
令

和
７
年
度
の
事
業
計
画
、役
員
の
選
任
な
ど
８
つ
の
議
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
さ

れ
、す
べ
て
の
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

　令
和
６
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金

処
分
案
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

　中
期
経
営
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

第
３
号
議
案

　令
和
７
年
度
事
業
計
画
及
び
関
連
事

項
に
つ
い
て

第
４
号
議
案

　令
和
７
年
度
理
事
報
酬
に
つ
い
て

第
５
号
議
案

　令
和
７
年
度
監
事
報
酬
に
つ
い
て

第
６
号
議
案

　理
事
の
退
職
慰
労
金
に
つ
い
て

第
７
号
議
案

　監
事
の
退
職
慰
労
金
に
つ
い
て

第
８
号
議
案

　役
員
選
任
に
つ
い
て

１
．営
農
指
導・販
売
に
関
す
る
こ
と

①「
朝
倉
ベ
ジ
フ
ル
」は
利
用
者
の
増
加
に

伴
い
、販
売
高
も
９
９
９
５
万
円
と
大

き
く
伸
び
ま
し
た
。ま
た
、利
用
者
と

福
岡
大
同
青
果
㈱
と
の
意
見
交
換
会

を
開
き
、作
物
の
需
要
や
出
荷
規
格

な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し

た
。

②
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
会
で
は
中
央
パ
ッ

ケ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
活
用
に
よ
る
生
産
者

の
負
担
軽
減
、作
業
の
効
率
化
に
取

り
組
ん
で
お
り
、１
億
７
７
７
８
万
円

と
大
幅
に
販
売
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

③
生
産
コ
ス
ト
削
減
に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て
、年
２
回
の
農
家
応
援
セ
ー

ル
の
開
催
や
、土
壌
分
析
を
活
用
し
た

資
材
提
案
・
施
肥
指
導
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。的
確
な
営
農
指
導
を
行
う
た

め
、土
壌
医
検
定
の
資
格
取
得
に
も

取
り
組
み
、資
格
取
得
者
数
も
１
級

１
人
、２
級
７
人
、３
級
27
人
と
な
り

ま
し
た
。

２
．農
業
振
興
に
関
す
る
こ
と

①
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
訪
問
先
で
あ
る
担
い
手
の

要
望
に
応
え
る
た
め
、フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
や
小
型
車
両
系
建
設
機
械（
バ
ッ
ク

ホ
ー
）の
免
許
取
得
講
習
会
を
開
き
ま

し
た
。フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
講
習
会
で

は
28
人
、小
型
車
両
系
建
設
機
械
の

講
習
会
で
は
48
人
の
方
が
免
許
を
取

得
さ
れ
ま
し
た
。

②
新
規
就
農
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、令

和
６
年
度
は
５
人
の
方
が
新
規
就
農

研
修
セ
ン
タ
ー
や
受
け
入
れ
農
家
で
、

栽
培
や
農
業
経
営
の
基
礎
、病
害
虫

防
除
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

③
食
農
教
育
に
よ
る「
地
産
地
消
」の
取

り
組
み
と
し
て
、農
畜
産
物
の
魅
力
や

「
地
産
地
消
」の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
、管

内
小
学
校
の
全
児
童（
４
４
５
３
人
）

へ「
博
多
万
能
ね
ぎ
」と「
農
畜
産
物
Ｍ

Ａ
Ｐ
」を
寄
贈
し
ま
し
た
。

経
営
ビ
ジ
ョ
ン

令
和
元
年
度
か
ら
６
年
度
ま
で
の
事

業
計
画
に
お
い
て「
農
業
者
の
所
得
増

大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性

化
」を
３
つ
の
柱
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

次
期
３
カ
年
と
な
る
令
和
７
年
度
か

ら
９
年
度
に
お
い
て
も
、こ
れ
ら
の
取
り

組
み
は
継
承
し
つ
つ
、め
ま
ぐ
る
し
い
環

境
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
も
協

同
組
合
の
原
点
に
立
ち
返
り
、組
合
員

と
Ｊ
Ａ
が一
体
と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
向
か
う
事
が
重
用
と
考
え
、Ｊ
Ａ
が

今
ま
で
以
上
に
地
域
の
中
で
必
要
と
さ

れ
る
存
在
と
な
る
た
め
に
も
、Ｊ
Ａ
の
あ

る
べき
姿
と
し
て「
地
域
を
愛
し
地
域
に

愛
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
」を
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲

げ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

基
本
方
針

①
持
続
可
能
な
農
業
の
確
立
に
向
け
、

地
域
農
業
振
興
計
画
の
確
実
な
実
践

に
よ
り
、農
業
者
の
所
得
増
大
に
取

り
組
み
ま
す
。

②
総
合
事
業
の
強
み
を
生
か
し
て
、地

域
へ
の
貢
献
と
組
合
員
組
織
の
活
性

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
組
合
員
か
ら
信
頼
さ
れ
る
職
員
の
育

成
と
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り

を
通
じ
て
、地
域
に
愛
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
職

員
を
目
指
し
ま
す
。

④
持
続
的
に
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
く
た
め
、業
務
の
効
率
化
や
施

設
・
機
能
の
再
構
築
を
は
か
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
ガ
バ
ナ
ン
ス・
内
部
統
制
の

強
化
を
は
か
り
ま
す
。

功
労
表
彰

・
熊
谷

亮
一(

杷
木
地
区)

運
営
委
員

・
池
田

光
政(

杷
木
地
区)

運
営
委
員

・
熊
谷

勝
英(

杷
木
地
区)

運
営
委
員

・
伊
藤

友
三
郎(

杷
木
地
区)

運
営
委
員

・
石
井

洋
子(

杷
木
地
区)

運
営
委
員

・
塚
原

政
治(

杷
木
地
区)

運
営
委
員

・
熊
谷

則
幸(

杷
木
地
区)

運
営
委
員

・
熊
谷

キ
ク
ヨ(

杷
木
地
区)

運
営
委
員

・
西
川

み
ね
子(

朝
倉
地
区)

運
営
委
員

・
(故)
林

憲
昭(

朝
倉
地
区)

朝
倉
地
区
普
通
作
部
会
部
会
長

・
久
保
山

と
よ
子(

朝
倉
地
区)

Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
女
性
部
部
長

同
朝
倉
地
区
部
長

・
(故)
永
露

惣
三
男(

甘
木
地
区)

運
営
委
員

・
小
櫻

博(

甘
木
地
区)

農
事
組
合
長

・
山
口

弘
行(

三
輪
地
区)

運
営
委
員

・
堤

善
幸(

三
輪
地
区)

運
営
委
員

・
清
武

昇(

夜
須
地
区)

運
営
委
員

（
敬
称
略
） ▲議長　梶原浩二さん(東峰地区総代)

通
常
総
代
会
の
資
料
を
ご
覧
に
な

り
た
い
方
は
、各
支
店
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

項目

8月21日（木）出資配当 1.0％ 

振り込み予定日 配当率

出資配当の振り込みについて
第１号議案の剰余金処分案で可決さ
れました通り、令和6年度の出資に対
する配当金を下記の内容でお振込み
させていただく予定です。

第
31
回
通
常
総
代
会

特集
第
31
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案

第
31
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案

令
和
６
年
度
の
主
な
取
り
組
み

令
和
６
年
度
の
主
な
取
り
組
み

令
和
６
年
度

表
彰
者

令
和
６
年
度

表
彰
者

中
期
経
営
計
画

（
令
和
７
年
度
〜
９
年
度
）

中
期
経
営
計
画

（
令
和
７
年
度
〜
９
年
度
）

「
地
域
を
愛
し

地
域
に
愛
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
」
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Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
は
６
月
26
日
、ピ
ー
ポ
ー
ト
甘
木
・
大
ホ
ー
ル（
朝
倉
市
）で

「
第
31
回
通
常
総
代
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。当
日
は
各
地
区
か
ら
総
代
に
よ
る
出

席
２
１
４
人
、書
面
議
決
書
に
よ
る
出
席
２
５
２
人
、合
計
４
６
６
人
が
出
席
し
、

定
款
に
定
め
る
開
催
要
件
を
満
た
し
、総
代
会
は
成
立
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
の
事
業
報
告
、令
和
７
年
度
か
ら
９
年
度
の
中
期
経
営
計
画
と
令

和
７
年
度
の
事
業
計
画
、役
員
の
選
任
な
ど
８
つ
の
議
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
さ

れ
、す
べ
て
の
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

令
和
６
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金

処
分
案
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

中
期
経
営
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

第
３
号
議
案

令
和
７
年
度
事
業
計
画
及
び
関
連
事

項
に
つ
い
て

第
４
号
議
案

令
和
７
年
度
理
事
報
酬
に
つ
い
て

第
５
号
議
案

令
和
７
年
度
監
事
報
酬
に
つ
い
て

第
６
号
議
案

理
事
の
退
職
慰
労
金
に
つ
い
て

第
７
号
議
案

監
事
の
退
職
慰
労
金
に
つ
い
て

第
８
号
議
案

役
員
選
任
に
つ
い
て

１
．営
農
指
導・販
売
に
関
す
る
こ
と

①「
朝
倉
ベ
ジ
フ
ル
」は
利
用
者
の
増
加
に

伴
い
、販
売
高
も
９
９
９
５
万
円
と
大

き
く
伸
び
ま
し
た
。ま
た
、利
用
者
と

福
岡
大
同
青
果
㈱
と
の
意
見
交
換
会

を
開
き
、作
物
の
需
要
や
出
荷
規
格

な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し

た
。

②
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
会
で
は
中
央
パ
ッ

ケ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
活
用
に
よ
る
生
産
者

の
負
担
軽
減
、作
業
の
効
率
化
に
取

り
組
ん
で
お
り
、１
億
７
７
７
８
万
円

と
大
幅
に
販
売
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

③
生
産
コ
ス
ト
削
減
に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て
、年
２
回
の
農
家
応
援
セ
ー

ル
の
開
催
や
、土
壌
分
析
を
活
用
し
た

資
材
提
案
・
施
肥
指
導
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。的
確
な
営
農
指
導
を
行
う
た

め
、土
壌
医
検
定
の
資
格
取
得
に
も

取
り
組
み
、資
格
取
得
者
数
も
１
級

１
人
、２
級
７
人
、３
級
27
人
と
な
り

ま
し
た
。

２
．農
業
振
興
に
関
す
る
こ
と

①
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
訪
問
先
で
あ
る
担
い
手
の

要
望
に
応
え
る
た
め
、フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
や
小
型
車
両
系
建
設
機
械（
バ
ッ
ク

ホ
ー
）の
免
許
取
得
講
習
会
を
開
き
ま

し
た
。フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
講
習
会
で

は
28
人
、小
型
車
両
系
建
設
機
械
の

講
習
会
で
は
48
人
の
方
が
免
許
を
取

得
さ
れ
ま
し
た
。

②
新
規
就
農
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、令

和
６
年
度
は
５
人
の
方
が
新
規
就
農

研
修
セ
ン
タ
ー
や
受
け
入
れ
農
家
で
、

栽
培
や
農
業
経
営
の
基
礎
、病
害
虫

防
除
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

③
食
農
教
育
に
よ
る「
地
産
地
消
」の
取

り
組
み
と
し
て
、農
畜
産
物
の
魅
力
や

「
地
産
地
消
」の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
、管

内
小
学
校
の
全
児
童（
４
４
５
３
人
）

へ「
博
多
万
能
ね
ぎ
」と「
農
畜
産
物
Ｍ

Ａ
Ｐ
」を
寄
贈
し
ま
し
た
。

経
営
ビ
ジ
ョ
ン

　令
和
元
年
度
か
ら
６
年
度
ま
で
の
事

業
計
画
に
お
い
て「
農
業
者
の
所
得
増

大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性

化
」を
３
つ
の
柱
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

　次
期
３
カ
年
と
な
る
令
和
７
年
度
か

ら
９
年
度
に
お
い
て
も
、こ
れ
ら
の
取
り

組
み
は
継
承
し
つ
つ
、め
ま
ぐ
る
し
い
環

境
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
も
協

同
組
合
の
原
点
に
立
ち
返
り
、組
合
員

と
Ｊ
Ａ
が一
体
と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
向
か
う
事
が
重
用
と
考
え
、Ｊ
Ａ
が

今
ま
で
以
上
に
地
域
の
中
で
必
要
と
さ

れ
る
存
在
と
な
る
た
め
に
も
、Ｊ
Ａ
の
あ

る
べき
姿
と
し
て「
地
域
を
愛
し�

地
域
に

愛
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
」を
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲

げ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

基
本
方
針

①
持
続
可
能
な
農
業
の
確
立
に
向
け
、

地
域
農
業
振
興
計
画
の
確
実
な
実
践

に
よ
り
、農
業
者
の
所
得
増
大
に
取

り
組
み
ま
す
。

②
総
合
事
業
の
強
み
を
生
か
し
て
、地

域
へ
の
貢
献
と
組
合
員
組
織
の
活
性

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
組
合
員
か
ら
信
頼
さ
れ
る
職
員
の
育

成
と
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り

を
通
じ
て
、地
域
に
愛
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
職

員
を
目
指
し
ま
す
。

④
持
続
的
に
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
く
た
め
、業
務
の
効
率
化
や
施

設
・
機
能
の
再
構
築
を
は
か
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
ガ
バ
ナ
ン
ス・
内
部
統
制
の

強
化
を
は
か
り
ま
す
。

功
労
表
彰

・
熊
谷
　
亮
一(

杷
木
地
区)

運
営
委
員

・
池
田
　
光
政(

杷
木
地
区)

運
営
委
員

・
熊
谷
　
勝
英(

杷
木
地
区)

運
営
委
員

・
伊
藤
　
友
三
郎(

杷
木
地
区)

運
営
委
員

・
石
井
　
洋
子(

杷
木
地
区)

運
営
委
員

・
塚
原
　
政
治(

杷
木
地
区)

運
営
委
員

・
熊
谷
　
則
幸(

杷
木
地
区)

運
営
委
員

・
熊
谷
　
キ
ク
ヨ(

杷
木
地
区)

運
営
委
員

・
西
川
　
み
ね
子(
朝
倉
地
区)

運
営
委
員

・
(故)
林
　
憲
昭(

朝
倉
地
区)

　
　
朝
倉
地
区
普
通
作
部
会
部
会
長

・
久
保
山
　
と
よ
子(

朝
倉
地
区)

　
Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
女
性
部
部
長

　
同
朝
倉
地
区
部
長

・
(故)
永
露
　
惣
三
男(

甘
木
地
区)

　
　
運
営
委
員

・
小
櫻
　
博(

甘
木
地
区)

　
農
事
組
合
長

・
山
口
　
弘
行(

三
輪
地
区)

運
営
委
員

・
堤
　
善
幸(

三
輪
地
区)

運
営
委
員

・
清
武
　
昇(

夜
須
地
区)

　
運
営
委
員

（
敬
称
略
） ▲議長　梶原浩二さん(東峰地区総代)

通
常
総
代
会
の
資
料
を
ご
覧
に
な

り
た
い
方
は
、各
支
店
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

項目

8月21日（木）出資配当 1.0％ 

振り込み予定日 配当率

出資配当の振り込みについて
第１号議案の剰余金処分案で可決さ
れました通り、令和6年度の出資に対
する配当金を下記の内容でお振込み
させていただく予定です。

第
31
回
通
常
総
代
会

特集
第
31
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案

第
31
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案

令
和
６
年
度
の
主
な
取
り
組
み

令
和
６
年
度
の
主
な
取
り
組
み

令
和
６
年
度

表
彰
者

令
和
６
年
度

表
彰
者

中
期
経
営
計
画

（
令
和
７
年
度
〜
９
年
度
）

中
期
経
営
計
画

（
令
和
７
年
度
〜
９
年
度
）

「
地
域
を
愛
し

　
地
域
に
愛
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
」
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Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら

新
役
員
紹
介

◆
常
勤
役
員

◆
非
常
勤
役
員

○
理
事

○
監
事

以
上
30
名
が
、令
和
７
年
６
月
26
日
の
第
31
回
通

常
総
代
会
な
ら
び
に
同
日
の
理
事
会
、監
事
会
に
お

い
て
新
役
員
と
し
て
就
任
し
ま
し
た
の
で
、ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

代表理事組合長
くまもと ひろふみ

熊本 廣文
（甘木地区）

常勤監事
みはら まさみち

三原 正道
（学識経験）

いとう たかひさ

 伊藤 隆久
（小石原・宝珠山地区）

やなぎはら たもつ

柳原　保
（朝倉地区）

はやし ひろあき

林　広明
（甘木地区）

なかの ゆうこ

中野 裕子
（女性理事・全地区）

もりべ きよのり

森部 清徳
（朝倉地区）

いまふく ひではる

今福 英治
（甘木地区）

いのうえ のぶみつ

井上 信光
（夜須地区）

うえの ともみ

上野 智実
（朝倉地区）

こうら しんいち

高良 真一
（甘木地区）

ふくもと しゅういち

福本 秀一
（夜須地区）

せきや すみお

関屋 純男
（朝倉地区）

いとう たけし

伊藤　猛
（杷木地区）

かなほり ふみお

金堀 文雄
（甘木地区）

いのうえ つねと

井上 常人
（甘木地区）

いんまる やすお

印丸 康雄
（三輪地区）

ときつ じゅんいち

時津 淳一
（三輪地区）

ひらやま まさこ

平山 昌子
（女性理事・全地区）

ひ  の よしのり

日野 欣典
（小石原・宝珠山・杷木・朝倉地区）

おおば かつとし

大庭 克俊
（甘木地区）

なかやま れいこ

中山 玲子
（学識経験（員外））

いわした た　み　え

岩下 多美江
（甘木地区）

はらだ つねたか

原田 常孝
（甘木地区）

みかさ ち え こ

三笠 知栄子
（女性理事・全地区）

おにづか たかし

鬼塚　孝
（杷木地区）

代表理事専務
しょうじま よしゆき

 庄島 美幸
（学識経験）

営農経済担当常務理事
いわした ひでとし

岩下 英俊
（学識経験）

金融共済担当常務理事
たにだ としかず

谷田 俊一
（学識経験）

代表監事
ゆくたけ こういち

 行武 孝市
（三輪・夜須地区）

米生産・流通などを解説した
「米流通に関するファクトブック」が
全農公式ホームページで公開されました

※全農のホームページでは、備蓄米の販売状況についても随時更新されています。

「米流通に関するファクトブック」掲載ページ
https://www.zennoh.or.jp/information/bichikumai/ 

就
任
の
ご
挨
拶

代
表
理
事
組
合
長

熊
本
廣
文

「
地
域
を
愛
し

地
域
に
愛
さ
れ
る
」Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、日

頃
よ
り
Ｊ
Ａ
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、６
月
26
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
31
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
役
員
選
任
を
受

け
、そ
の
後
の
理
事
会
に
て
代
表
理
事
組
合
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
熊
本
廣
文
で
す
。ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。こ
れ
ま
で
55
年
間
に
わ
た
って
営
農
活
動
に
携
わ
って
ま
い

り
ま
し
た
経
験
を
、今
後
の
Ｊ
Ａ
運
営
に
生
か
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
般
、25
年
ぶ
り
に
食
料・農
業・農
村
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、今
後
の
政
策
の
方
向
性
に

注
目
が
集
ま
っ
て
お
り
ま
す
。一
方
、直
近
の
参
議
院
選
挙
に
お
い
て
自
由
民
主
党
が
少
数
与

党
と
な
り
、政
局
が
不
安
定
な
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。加
え
て
、８
月
に
は
米
国
の
ト
ラ
ン
プ

関
税
の
影
響
や
金
融
政
策
の
不
透
明
感
な
ど
、国
際
経
済
の
先
行
き
も
見
通
し
に
く
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
不
確
実
性
が
高
ま
る
中
、当
組
合
で
は
新
た
な
中
期
３
カ
年
計
画
が
ス
タ
ー
ト

い
た
し
ま
し
た
。農
業
協
同
組
合
の
基
本
理
念
で
あ
る「
農
業
者
の
地
位
向
上
」を
い
か
に
実

現
し
て
い
く
か
、多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。営
農
活
動
に
お
け
る
農
業

者
の
所
得
増
大
、異
常
気
象
へ
の
対
応
、鳥
獣
害
対
策
、共
同
乾
燥
施
設
な
ど
の
再
構
築
と
いっ

た
喫
緊
の
課
題
に
、ど
う
取
り
組
み
、次
世
代
へ
と
つ
な
い
で
い
く
か̶

̶

ま
さ
に
難
題
で
あ
り

ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
も
、役
職
員
の
み
な
ら
ず
組
合
員
の
皆
さ
ま
と
心
を
一

つ
に
し
、日
々
努
力
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。Ｊ
Ａ
は
地
域
に
根
ざ
し
た
組

織
で
す
。皆
さ
ま
と
の
絆
を
大
切
に
し
、力
を
合
わ
せ
て
共
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

結
び
に
、組
合
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、今
後
と
も
よ
り
一

層
の
ご
理
解
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

全農
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Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら

新
役
員
紹
介

◆
常
勤
役
員

◆
非
常
勤
役
員

○
理
事

○
監
事

以
上
30
名
が
、令
和
７
年
６
月
26
日
の
第
31
回
通

常
総
代
会
な
ら
び
に
同
日
の
理
事
会
、監
事
会
に
お

い
て
新
役
員
と
し
て
就
任
し
ま
し
た
の
で
、ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

代表理事組合長
くまもと ひろふみ

熊本 廣文
（甘木地区）

常勤監事
みはら まさみち

三原 正道
（学識経験）

いとう たかひさ

 伊藤 隆久
（小石原・宝珠山地区）

やなぎはら たもつ

柳原　保
（朝倉地区）

はやし ひろあき

林　広明
（甘木地区）

なかの ゆうこ

中野 裕子
（女性理事・全地区）

もりべ きよのり

森部 清徳
（朝倉地区）

いまふく ひではる

今福 英治
（甘木地区）

いのうえ のぶみつ

井上 信光
（夜須地区）

うえの ともみ

上野 智実
（朝倉地区）

こうら しんいち

高良 真一
（甘木地区）

ふくもと しゅういち

福本 秀一
（夜須地区）

せきや すみお

関屋 純男
（朝倉地区）

いとう たけし

伊藤　猛
（杷木地区）

かなほり ふみお

金堀 文雄
（甘木地区）

いのうえ つねと

井上 常人
（甘木地区）

いんまる やすお

印丸 康雄
（三輪地区）

ときつ じゅんいち

時津 淳一
（三輪地区）

ひらやま まさこ

平山 昌子
（女性理事・全地区）

ひ  の よしのり

日野 欣典
（小石原・宝珠山・杷木・朝倉地区）

おおば かつとし

大庭 克俊
（甘木地区）

なかやま れいこ

中山 玲子
（学識経験（員外））

いわした た　み　え

岩下 多美江
（甘木地区）

はらだ つねたか

原田 常孝
（甘木地区）

みかさ ち え こ

三笠 知栄子
（女性理事・全地区）

おにづか たかし

鬼塚　孝
（杷木地区）

代表理事専務
しょうじま よしゆき

 庄島 美幸
（学識経験）

営農経済担当常務理事
いわした ひでとし

岩下 英俊
（学識経験）

金融共済担当常務理事
たにだ としかず

谷田 俊一
（学識経験）

代表監事
ゆくたけ こういち

 行武 孝市
（三輪・夜須地区）

米生産・流通などを解説した
「米流通に関するファクトブック」が
全農公式ホームページで公開されました

※全農のホームページでは、備蓄米の販売状況についても随時更新されています。

「米流通に関するファクトブック」掲載ページ
https://www.zennoh.or.jp/information/bichikumai/ 

就
任
の
ご
挨
拶

代
表
理
事
組
合
長

熊
本
廣
文

「
地
域
を
愛
し
　
地
域
に
愛
さ
れ
る
」Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て

　
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、日

頃
よ
り
Ｊ
Ａ
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、６
月
26
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
31
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
役
員
選
任
を
受

け
、そ
の
後
の
理
事
会
に
て
代
表
理
事
組
合
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
熊
本
廣
文
で
す
。ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。こ
れ
ま
で
55
年
間
に
わ
た
って
営
農
活
動
に
携
わ
って
ま
い

り
ま
し
た
経
験
を
、今
後
の
Ｊ
Ａ
運
営
に
生
か
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
般
、25
年
ぶ
り
に
食
料・農
業・農
村
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、今
後
の
政
策
の
方
向
性
に

注
目
が
集
ま
っ
て
お
り
ま
す
。一
方
、直
近
の
参
議
院
選
挙
に
お
い
て
自
由
民
主
党
が
少
数
与

党
と
な
り
、政
局
が
不
安
定
な
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。加
え
て
、８
月
に
は
米
国
の
ト
ラ
ン
プ

関
税
の
影
響
や
金
融
政
策
の
不
透
明
感
な
ど
、国
際
経
済
の
先
行
き
も
見
通
し
に
く
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
不
確
実
性
が
高
ま
る
中
、当
組
合
で
は
新
た
な
中
期
３
カ
年
計
画
が
ス
タ
ー
ト

い
た
し
ま
し
た
。農
業
協
同
組
合
の
基
本
理
念
で
あ
る「
農
業
者
の
地
位
向
上
」を
い
か
に
実

現
し
て
い
く
か
、多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。営
農
活
動
に
お
け
る
農
業

者
の
所
得
増
大
、異
常
気
象
へ
の
対
応
、鳥
獣
害
対
策
、共
同
乾
燥
施
設
な
ど
の
再
構
築
と
いっ

た
喫
緊
の
課
題
に
、ど
う
取
り
組
み
、次
世
代
へ
と
つ
な
い
で
い
く
か̶

̶

ま
さ
に
難
題
で
あ
り

ま
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
も
、役
職
員
の
み
な
ら
ず
組
合
員
の
皆
さ
ま
と
心
を
一

つ
に
し
、日
々
努
力
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。Ｊ
Ａ
は
地
域
に
根
ざ
し
た
組

織
で
す
。皆
さ
ま
と
の
絆
を
大
切
に
し
、力
を
合
わ
せ
て
共
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　
結
び
に
、組
合
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、今
後
と
も
よ
り
一

層
の
ご
理
解
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します!

農産物

農産物

馬
田
地
区
の
初
夏
の
風
物
詩

今
年
も
天
日
干
し
し
た「
馬
田
う
り
」が
並
ぶ

伝　統

農産物

地
元
の
小
学
生
ら
が
田
植
え
体
験

食
と
農
の
大
切
さ
を
学
ぶ

児
童
の
安
全
意
識
の
向
上
へ

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
交
通
安
全
教
室
を
実
施

馬
田
地
区
で
伝
統
野
菜
の「
馬
田
う
り
」を
使
っ

た
粕
漬
け
の
漬
け
込
み
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。毎

年
、６
月
中
旬
か
ら
始
ま
り
、天
日
干
し
し
た「
馬
田

う
り
」の
き
れ
い
な
緑
色
が
馬
田
地
区
の
初
夏
の
風

物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

漬
け
込
み
作
業
は
、朝
に
収
穫
し
た
ば
か
り
の

「
馬
田
う
り
」の
種
を
く
り
抜
い
た
後
、２
日
間
塩
漬

け
し
、天
日
干
し
し
て
い
ま
す
。そ
の
後
、酒
粕
と「
馬

田
う
り
」を
交
互
に
重
ね
て
約
２
カ
月
熟
成
さ
せ
た

も
の
を「
馬
田
う
り
粕
漬
」と
し
て
９
月
頃
か
ら
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
九
州
な
ど
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

代
々
受
け
継
い
で
き
た「
馬
田
う
り
」を
絶
や
さ

な
い
た
め
に
、毎
年
形
の
良
い
も
の
か
ら
種
を
採
取

し
て
、生
産
者
が
丹
精
込
め
て
栽
培
し
て
い
ま
す
。

緑鮮やかな「馬田うり」

◆7月は日本農業新聞に、合計13本のJA筑前あさくらに関する記事が掲載されました。

梅
雨
明
け
早
く

生
産
者
が
大
豆
の
播
種
を
工
夫
し
乾
燥
対
策

Ｊ
Ａ
女
性
部
歴
代
部
長
会
を
開
催

　
新
た
な
仲
間
を
迎
え
る
た
め
に
歴
代
部
長
が
意
見
交
換

さ
ら
な
る
利
用
拡
大
へ
向
け
て

　
朝
倉
ベ
ジ
フ
ル
意
見
交
換
会
を
開
催

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
７
月
15
日
、歴
代
部
長
会
を
朝
倉

市
内
で
開
き
、歴
代
女
性
部
長
や
女
性
部
役
員
、Ｊ

Ａ
役
職
員
ら
総
勢
38
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
現
在
の
活
動
内
容
や
部
員
数
を
共
有
し
、女
性
部

活
動
の
活
性
化
や
新
た
な
部
員
の
加
入
促
進
な
ど

に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
歴
代
代
表
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
た
平
田
隆
子
さ
ん

は「
女
性
部
は
人
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
。

当
時
の
つ
な
が
り
が
現
在
も
続
い
て
い
て
、今
も
楽

し
く
過
ご
せ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
」と
笑

顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
意
見
は
今
後
の
活
動
に
生
か
せ
る
よ

う
、女
性
部
役
員
会
で
話
し
合
い
、魅
力
あ
る
活
動

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

歴代代表あいさつをする平田さん

　
Ｊ
Ａ
は
7
月
8
日
、朝
倉
ベ
ジ
フ
ル
を
利
用
す
る

生
産
者
と
福
岡
大
同
青
果
㈱
と
の
意
見
交
換
会
を

開
き
ま
し
た
。生
産
者
の
意
見
・
要
望
を
聞
き
取
り

利
用
し
や
す
い
環
境
を
整
え
、さ
ら
な
る
利
用
拡
大

へ
つ
な
げ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。生
産
者
や
福
岡
大

同
青
果
㈱
、Ｊ
Ａ
職
員
ら
20
人
が
参
加
し
、販
売
状

況
の
報
告
や
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
生
産
者
か
ら
の「
少
な
い
量
で
の
出
荷
は
高
単
価

に
な
り
に
く
い
の
で
は
」と
い
う
質
問
に
対
し
、福
岡

大
同
青
果
の
市
場
関
係
者
は「
品
質
の
高
さ
が
好
評

で
朝
倉
ベ
ジ
フ
ル
を
目
当
て
に
来
る
業
者
も
い
る
。引

き
続
き
高
品
質
な
農
産
物
を
出
荷
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、高
単
価
で
お
返
し
が
で
き
る
」と
市
場
で
の

人
気
の
高
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
上
で
答
え
ま
し
た
。

市場関係者と意見を交わす生産者ら

Ｊ
Ａ
管
内
で
７
月
上
旬
、大
豆「
ふ
く
よ
か
ま
る
」の

播
種
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今
シ
ー
ズ
ン
は
梅
雨
明

け
が
平
年
よ
り
20
日
以
上
早
く
、播
種
時
期
に
は
土

壌
の
乾
燥
が
進
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、慣
行
播
種
で
は

播
種
深
度
を
通
常
よ
り
深
く
行
い
、湿
り
気
の
あ
る
層

に
播
種
す
る
な
ど
の
乾
燥
対
策
を
考
え
な
が
ら
作
業

を
進
め
ま
し
た
。ま
た
、一
部
の
圃
場
で
は
、耕
起
と
播

種
を
同
時
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
部
分
浅
耕
一
工
程

播
種
を
導
入
し
て
い
ま
す
。荒
起
こ
し
作
業
を
省
く
こ

と
が
で
き
る
た
め
、省
力
化
、コ
ス
ト
削
減
も
期
待
で

き
る
技
術
で
す
。

今
後
は
、病
害
虫
防
除
や
雑
草
対
策
を
徹
底
し
、11

月
の
収
穫
を
目
指
し
ま
す
。

部分浅耕一工程播種で播種の深さを確認する生産者とＪＡ職員

朝
倉
地
区
普
通
作
部
会
は
7
月
2
日
、食
農
教
育

活
動
の
一
環
と
し
て
朝
倉
市
立
大
福
小
学
校
の
5
年

生
28
人
を
対
象
に
田
植
え
体
験
を
行
な
い
ま
し
た
。次

世
代
を
担
う
児
童
ら
が
米
づ
く
り
を
体
験
し
、食
と

農
の
大
切
さ
を
学
ぶ
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
同
部
会

と
Ｊ
Ａ
が
共
同
で
企
画
し
ま
し
た
。

児
童
ら
は
、同
部
会
員
が
運
転
す
る
田
植
え
機
に

よ
る
植
え
付
け
を
見
学
し
た
あ
と
、同
部
会
員
や
Ｊ

Ａ
営
農
指
導
員
の
指
導
の
も
と
、泥
の
感
触
を
楽
し
み

な
が
ら
約
３
ア
ー
ル
に
手
作
業
で
苗
を
植
え
付
け
ま

し
た
。児
童
ら
は「
田
植
え
機
は
植
え
る
の
が
早
く
て

き
れ
い
で
す
ご
か
っ
た
」「
お
米
を
作
る
大
変
さ
を
学

ん
だ
。こ
れ
か
ら
は
一
粒
残
さ
ず
食
べ
な
い
と
い
け
な
い

と
思
っ
た
」な
ど
の
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

部会員と一緒に田植えを楽しむ児童ら

説明を受ける児童ら

▲生育を確認する生産者

▲選果作業に大忙しの中央選果場

　
Ｊ
Ａ
管
内
で
夏
果
実
の
収
穫
や
出
荷
が
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　【
ブ
ド
ウ
】「
種
な
し
巨
峰
」の
出
荷
か
ら
始
ま
り
、現
在
は「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
」や「
博
多
ピ
オ
ー
ネ
」が
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。管
内
の
園
地
で
は
収
穫

作
業
に
大
忙
し
で
す
。令
和
７
年
産
は
梅
雨
明
け
の
早
さ
か
ら
、高
温
少
雨
に
よ

る
果
房
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、営
農
指
導
員
が
現
地
巡
回
や
栽
培

管
理
講
習
会
な
ど
を
通
じ
て
、少
量
多
か
ん
水
の
徹
底
を
呼
び
掛
け
部
会
員
の

細
や
か
な
管
理
に
よ
り
生
育
は
順
調
に
進
み
、高
品
質
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　【
梨
】７
月
５
日
に
ハ
ウ
ス
栽
培
の
梨「
幸
水
」か
ら
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。選

果
拠
点
の
中
央
選
果
場
に
は
次
々
と
梨
が
持
ち
込
ま
れ
、選
果
作
業
が
順
調
に

進
ん
で
い
ま
す
。令
和
７
年
産
は
、春
先
の
冷
え
込
み
に
よ
る
影
響
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、着
果
数
も
全
体
的
に
多
く
、気
温
の
上
昇
と
と
も
に
順
調
に
生
育
し

ま
し
た
。梅
雨
明
け
が
例
年
よ
り
も
早
か
っ
た
こ
と
で
日
照
量
が
し
っ
か
り
と
確

保
さ
れ
、実
が
水
太
り
す
る
こ
と
な
く
、し
っ
か
り
と
糖
度
が
の
っ
た
高
品
質
な

梨
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

夏
果
実
の
出
荷
順
調

　
各
品
目
で
高
品
質
な
仕
上
が
り
に

Ｊ
Ａ
は
7
月
18
日
、交
通
安
全
啓
発
活
動
の
一
環

と
し
て
東
峰
村
立
東
峰
学
園
の
児
童
を
対
象
に
、

自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー「
す
ま
い
る
号
」を
使
っ
た

交
通
安
全
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。こ
の
活
動
は
夏

休
み
前
の
児
童
に
交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、Ｊ

Ａ
共
済
連
福
岡
と
Ｊ
Ａ
が
連
携
し
、行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

児
童
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
内
の
自
転
車
に
乗
り
、

乗
車
中
に
起
き
や
す
い
事
故
を
模
擬
体
験
し
ま
し

た
。参
加
し
た
児
童
は「
道
路
に
潜
む
危
険
を
学
ぶ

事
が
で
き
て
良
か
っ
た
」な
ど
の
感
想
を
述
べ
ま
し

た
。今

後
も
Ｊ
Ａ
は
交
通
事
故
未
然
防
止
を
目
的
と

し
た
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

女性部

地域貢献

食農教育
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地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します!

農産物

農産物

馬
田
地
区
の
初
夏
の
風
物
詩

　
今
年
も
天
日
干
し
し
た「
馬
田
う
り
」が
並
ぶ

伝　統

農産物

地
元
の
小
学
生
ら
が
田
植
え
体
験

　
食
と
農
の
大
切
さ
を
学
ぶ

児
童
の
安
全
意
識
の
向
上
へ

　
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
交
通
安
全
教
室
を
実
施

　
馬
田
地
区
で
伝
統
野
菜
の「
馬
田
う
り
」を
使
っ

た
粕
漬
け
の
漬
け
込
み
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。毎

年
、６
月
中
旬
か
ら
始
ま
り
、天
日
干
し
し
た「
馬
田

う
り
」の
き
れ
い
な
緑
色
が
馬
田
地
区
の
初
夏
の
風

物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
漬
け
込
み
作
業
は
、朝
に
収
穫
し
た
ば
か
り
の

「
馬
田
う
り
」の
種
を
く
り
抜
い
た
後
、２
日
間
塩
漬

け
し
、天
日
干
し
し
て
い
ま
す
。そ
の
後
、酒
粕
と「
馬

田
う
り
」を
交
互
に
重
ね
て
約
２
カ
月
熟
成
さ
せ
た

も
の
を「
馬
田
う
り
粕
漬
」と
し
て
９
月
頃
か
ら
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
九
州
な
ど
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
代
々
受
け
継
い
で
き
た「
馬
田
う
り
」を
絶
や
さ

な
い
た
め
に
、毎
年
形
の
良
い
も
の
か
ら
種
を
採
取

し
て
、生
産
者
が
丹
精
込
め
て
栽
培
し
て
い
ま
す
。

緑鮮やかな「馬田うり」

◆7月は日本農業新聞に、合計13本のJA筑前あさくらに関する記事が掲載されました。

梅
雨
明
け
早
く
　

　
生
産
者
が
大
豆
の
播
種
を
工
夫
し
乾
燥
対
策

Ｊ
Ａ
女
性
部
歴
代
部
長
会
を
開
催

　
新
た
な
仲
間
を
迎
え
る
た
め
に
歴
代
部
長
が
意
見
交
換

さ
ら
な
る
利
用
拡
大
へ
向
け
て

　
朝
倉
ベ
ジ
フ
ル
意
見
交
換
会
を
開
催

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
７
月
15
日
、歴
代
部
長
会
を
朝
倉

市
内
で
開
き
、歴
代
女
性
部
長
や
女
性
部
役
員
、Ｊ

Ａ
役
職
員
ら
総
勢
38
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
現
在
の
活
動
内
容
や
部
員
数
を
共
有
し
、女
性
部

活
動
の
活
性
化
や
新
た
な
部
員
の
加
入
促
進
な
ど

に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
歴
代
代
表
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
た
平
田
隆
子
さ
ん

は「
女
性
部
は
人
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
。

当
時
の
つ
な
が
り
が
現
在
も
続
い
て
い
て
、今
も
楽

し
く
過
ご
せ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
」と
笑

顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
意
見
は
今
後
の
活
動
に
生
か
せ
る
よ

う
、女
性
部
役
員
会
で
話
し
合
い
、魅
力
あ
る
活
動

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

歴代代表あいさつをする平田さん

　
Ｊ
Ａ
は
7
月
8
日
、朝
倉
ベ
ジ
フ
ル
を
利
用
す
る

生
産
者
と
福
岡
大
同
青
果
㈱
と
の
意
見
交
換
会
を

開
き
ま
し
た
。生
産
者
の
意
見
・
要
望
を
聞
き
取
り

利
用
し
や
す
い
環
境
を
整
え
、さ
ら
な
る
利
用
拡
大

へ
つ
な
げ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。生
産
者
や
福
岡
大

同
青
果
㈱
、Ｊ
Ａ
職
員
ら
20
人
が
参
加
し
、販
売
状

況
の
報
告
や
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
生
産
者
か
ら
の「
少
な
い
量
で
の
出
荷
は
高
単
価

に
な
り
に
く
い
の
で
は
」と
い
う
質
問
に
対
し
、福
岡

大
同
青
果
の
市
場
関
係
者
は「
品
質
の
高
さ
が
好
評

で
朝
倉
ベ
ジ
フ
ル
を
目
当
て
に
来
る
業
者
も
い
る
。引

き
続
き
高
品
質
な
農
産
物
を
出
荷
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、高
単
価
で
お
返
し
が
で
き
る
」と
市
場
で
の

人
気
の
高
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
上
で
答
え
ま
し
た
。

市場関係者と意見を交わす生産者ら

　
Ｊ
Ａ
管
内
で
７
月
上
旬
、大
豆「
ふ
く
よ
か
ま
る
」の

播
種
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今
シ
ー
ズ
ン
は
梅
雨
明

け
が
平
年
よ
り
20
日
以
上
早
く
、播
種
時
期
に
は
土

壌
の
乾
燥
が
進
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、慣
行
播
種
で
は

播
種
深
度
を
通
常
よ
り
深
く
行
い
、湿
り
気
の
あ
る
層

に
播
種
す
る
な
ど
の
乾
燥
対
策
を
考
え
な
が
ら
作
業

を
進
め
ま
し
た
。ま
た
、一
部
の
圃
場
で
は
、耕
起
と
播

種
を
同
時
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
部
分
浅
耕
一
工
程

播
種
を
導
入
し
て
い
ま
す
。荒
起
こ
し
作
業
を
省
く
こ

と
が
で
き
る
た
め
、省
力
化
、コ
ス
ト
削
減
も
期
待
で

き
る
技
術
で
す
。

　
今
後
は
、病
害
虫
防
除
や
雑
草
対
策
を
徹
底
し
、11

月
の
収
穫
を
目
指
し
ま
す
。

部分浅耕一工程播種で播種の深さを確認する生産者とＪＡ職員

　
朝
倉
地
区
普
通
作
部
会
は
7
月
2
日
、食
農
教
育

活
動
の
一
環
と
し
て
朝
倉
市
立
大
福
小
学
校
の
5
年

生
28
人
を
対
象
に
田
植
え
体
験
を
行
な
い
ま
し
た
。次

世
代
を
担
う
児
童
ら
が
米
づ
く
り
を
体
験
し
、食
と

農
の
大
切
さ
を
学
ぶ
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
同
部
会

と
Ｊ
Ａ
が
共
同
で
企
画
し
ま
し
た
。

　
児
童
ら
は
、同
部
会
員
が
運
転
す
る
田
植
え
機
に

よ
る
植
え
付
け
を
見
学
し
た
あ
と
、同
部
会
員
や
Ｊ

Ａ
営
農
指
導
員
の
指
導
の
も
と
、泥
の
感
触
を
楽
し
み

な
が
ら
約
３
ア
ー
ル
に
手
作
業
で
苗
を
植
え
付
け
ま

し
た
。児
童
ら
は「
田
植
え
機
は
植
え
る
の
が
早
く
て

き
れ
い
で
す
ご
か
っ
た
」「
お
米
を
作
る
大
変
さ
を
学

ん
だ
。こ
れ
か
ら
は
一
粒
残
さ
ず
食
べ
な
い
と
い
け
な
い

と
思
っ
た
」な
ど
の
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

部会員と一緒に田植えを楽しむ児童ら

説明を受ける児童ら

▲生育を確認する生産者

▲選果作業に大忙しの中央選果場

　
Ｊ
Ａ
管
内
で
夏
果
実
の
収
穫
や
出
荷
が
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　【
ブ
ド
ウ
】「
種
な
し
巨
峰
」の
出
荷
か
ら
始
ま
り
、現
在
は「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
」や「
博
多
ピ
オ
ー
ネ
」が
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。管
内
の
園
地
で
は
収
穫

作
業
に
大
忙
し
で
す
。令
和
７
年
産
は
梅
雨
明
け
の
早
さ
か
ら
、高
温
少
雨
に
よ

る
果
房
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、営
農
指
導
員
が
現
地
巡
回
や
栽
培

管
理
講
習
会
な
ど
を
通
じ
て
、少
量
多
か
ん
水
の
徹
底
を
呼
び
掛
け
部
会
員
の

細
や
か
な
管
理
に
よ
り
生
育
は
順
調
に
進
み
、高
品
質
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　【
梨
】７
月
５
日
に
ハ
ウ
ス
栽
培
の
梨「
幸
水
」か
ら
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。選

果
拠
点
の
中
央
選
果
場
に
は
次
々
と
梨
が
持
ち
込
ま
れ
、選
果
作
業
が
順
調
に

進
ん
で
い
ま
す
。令
和
７
年
産
は
、春
先
の
冷
え
込
み
に
よ
る
影
響
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、着
果
数
も
全
体
的
に
多
く
、気
温
の
上
昇
と
と
も
に
順
調
に
生
育
し

ま
し
た
。梅
雨
明
け
が
例
年
よ
り
も
早
か
っ
た
こ
と
で
日
照
量
が
し
っ
か
り
と
確

保
さ
れ
、実
が
水
太
り
す
る
こ
と
な
く
、し
っ
か
り
と
糖
度
が
の
っ
た
高
品
質
な

梨
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

夏
果
実
の
出
荷
順
調

　
各
品
目
で
高
品
質
な
仕
上
が
り
に

　
Ｊ
Ａ
は
7
月
18
日
、交
通
安
全
啓
発
活
動
の
一
環

と
し
て
東
峰
村
立
東
峰
学
園
の
児
童
を
対
象
に
、

自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー「
す
ま
い
る
号
」を
使
っ
た

交
通
安
全
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。こ
の
活
動
は
夏

休
み
前
の
児
童
に
交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、Ｊ

Ａ
共
済
連
福
岡
と
Ｊ
Ａ
が
連
携
し
、行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

　
児
童
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
内
の
自
転
車
に
乗
り
、

乗
車
中
に
起
き
や
す
い
事
故
を
模
擬
体
験
し
ま
し

た
。参
加
し
た
児
童
は「
道
路
に
潜
む
危
険
を
学
ぶ

事
が
で
き
て
良
か
っ
た
」な
ど
の
感
想
を
述
べ
ま
し

た
。

　
今
後
も
Ｊ
Ａ
は
交
通
事
故
未
然
防
止
を
目
的
と

し
た
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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野菜種の購入や家庭菜園のご相談はお近くの営農センターまたは支店経済まで

トウモロコシ・オクラ・カボチャなどの夏野菜の準備は今！

店頭価格

1,520円（税込）
園芸培土(20㎏)

矢野 裕司

杷木支店経済
営農渉外担当
矢野 裕司

杷木支店経済
営農渉外担当

野菜種を各種
取り揃えています!
野菜種を各種
取り揃えています!初

め
て
の
方
も

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

初
め
て
の
方
も

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

家庭菜園をはじめてみませんか？

赤星 秀一

杷木支店経済
営農渉外担当
赤星 秀一

杷木支店経済
営農渉外担当

野菜の種から芽が出ることを
「芽出し」といいます。
この「園芸培土」には、「芽出し」に
必要な成分が含まれています。
種をまく時に、ぜひご使用ください！

ご相談や商品のお問い合わせは、最寄りの営農センター・支店経済まで

今月の

オススメ商品 熱中症対策＆草刈機
のご紹介

2種類の刈刃付
①チップソー②樹脂ブレード
2種類の刈刃付
①チップソー②樹脂ブレード

店頭価格13,800円（税込）
西部営農セン
ター係長 矢野

２種類の刈刃があるので、
用途別に使い分けられて便利です。

店頭価格3,850円（税込）

涼かちゃん

ＫＯＳＨＩＮ
充電式草刈機（バッテリー付)

愛用歴５年♡首元もカバー
し、紫外線のジリジリを軽
減してくれます。

西部営農セン
ター田中

営
農
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

農
薬
の
飛
散
防
止
対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

出
穂
前
後
の
約
10
日
間
は
、最
も

水
が
必
要
な
時
期
で
す
。そ
の
後
、湛

水
状
態
が
続
く
と
根
痛
み
の
原
因

と
な
り
ま
す
。落
水
ま
で
に
根
を
傷

つ
け
な
い
よ
う
に
穂
揃
い
期
以
降

は
、間
断
灌
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

次
に
、落
水
は
出
穂
か
ら
30
〜
35

日
後
が
基
本
で
す
。早
期
落
水
は
登

熟
不
良
、い
も
ち
病
の
助
長
と
な
り

ま
す
の
で
、落
水
は
７
〜
10
日
前
を

目
安
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
台
風
対
策
に
つ
い
て
、風

に
よ
る
し
お
れ
を
防
ぐ
た
め
、風
が

吹
く
前
か
ら
通
過
後
２
〜
３
日
間
は

深
水
に
し
、そ
の
後
水
の
入
れ
替
え

を
し
ま
し
ょ
う
。

斑
点
米
の
原
因
と
な
る
カ
メ
ム
シ

は
、普
段
は
休
耕
田
や
雑
草
の
多
い

場
所
に
い
ま
す
。圃
場
内
で
の
発
生

を
抑
え
る
た
め
に
、圃
場
周
囲
の
草

刈
り
を
定
期
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、近
年
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
が
県
内

北
部
で
多
発
し
て
お
り
、品
質
や
収

量
に
大
き
な
影
響
を
出
し
て
い
ま

す
。被
害
に
つ
い
て
は
、出
穂
始
期
か

ら
乳
熟
期
に
か
け
て
被
害
が
大
き
く

な
り
ま
す
。
十
分
に
圃
場
を
確
認

し
、カ
メ
ム
シ
や
ウ
ン
カ
を
見
か
け

た
場
合
は
、水
稲
暦
を
参
考
に
し
、

速
や
か
に
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。イ

ネ
カ
メ
ム
シ
発
生
圃
場
で
は
２
回
目

の
防
除
も
必
要
で
す
。（
１
回
目
の
散

布
後
７
〜
10
日
後
）

８
月
下
旬
頃
に
、大
豆
が
開
花
期

を
迎
え
ま
す
。水
利
調
整
が
で
き
る

地
域
で
、乾
燥
害
が
予
想
さ
れ
る
よ

う
な
圃
場
で
は
以
下
に
注
意
し
、畝

間
潅
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。実
施

方
法
は
、圃
場
に
溝
を
切
っ
た
状
態

に
し
、さ
ら
に
暗
渠
排
水
の
栓
を
閉

め
て
、短
時
間
で
圃
場
全
体
に
水
が

行
き
渡
っ
た
ら
す
ぐ
に
水
を
止
め
、

素
早
く
落
水
を
行
い
ま
す
。長
時
間

の
湛
水
は
、根
腐
れ
の
原
因
と
な
り

ま
す
。次
に
大
豆
の
防
除
に
つ
い
て
、

１
回
目
の
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
防
除
は

発
生
予
測
に
あ
わ
せ
て
適
期
に
行

い
、さ
ら
に
９
月
中
下
旬
頃
に
カ
メ

ム
シ
・
紫
斑
病
の
防
除
を
必
ず
行
い

ま
し
ょ
う
。薬
剤
に
つ
い
て
は
、大
豆

暦
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

農畜産課
係長 林 明生

農
薬
の
散
布
で
は
、
散
布
方
法

や
風
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
薬
剤

が
周
辺
に
飛
散
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
農
作
物
だ
け
で
な
く
、

雑
草
へ
の
除
草
剤
な
ど
農
薬
散
布

の
機
会
も
多
い
今
の
時
期
だ
か
ら

こ
そ
、
飛
散
防
止
対
策
を
再
度
、

見
直
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
住
宅
地
周
辺
で
農
薬
を

使
用
す
る
場
合
は
、
人
体
や
ペ
ッ

ト
な
ど
へ
の
影
響
や
、
洗
濯
物
、

自
動
車
な
ど
へ
の
付
着
汚
染
防
止

に
も
十
分
な
配
慮
が
必
要
で
す
。

農
薬
使
用
者
に
は
、
農
薬
を
安

全
で
適
正
に
使
用
す
る
責
務
が
あ

り
ま
す
。
地
域
の
人
々
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
り
な
が
ら
、

以
下
の
点
に
注
意
し
て
散
布
し
ま

し
ょ
う
。

散
布
前
に
は
、
事
前
に
周
辺
の

状
況
を
確
認
し
、
飛
散
に
気
を
付

け
る
箇
所
や
散
布
を
控
え
た
方
が

良
い
場
所
、
安
全
な
散
布
方
法
を

検
討
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
農
薬
を
散
布
す
る
場
合
、

周
辺
住
民
に
も
回
覧
板
な
ど
を
用

い
て
、
農
薬
散
布
の
必
要
性
や
安

全
性
、
散
布
予
定
日
、
飛
散
防
止

対
策
に
つ
い
て
事
前
に
通
知
す
る

な
ど
情
報
交
換
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。散

布
機
の
圧
力
や
ノ
ズ
ル
の
噴

霧
状
態
を
確
認
し
、
圧
力
が
強
す

ぎ
な
い
よ
う
適
正
な
状
態
に
調
整

し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
他
、
飛
散
低

減
ノ
ズ
ル
や
飛
散
防
止
カ
バ
ー
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
薬
液
不
足
や
過
剰
散
布
、

残
液
が
生
じ
な
い
よ
う
、
圃
場
面

積
と
作
物
の
生
育
具
合
に
合
わ
せ

た
散
布
液
量
を
調
製
し
ま
し
ょ

う
。作

物
や
雑
草
に
ノ
ズ
ル
を
近
づ

け
近
距
離
か
ら
散
布
し
、
圃
場
の

周
縁
部
で
は
外
側
か
ら
内
向
き
に

散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

強
風
時
に
は
、
周
辺
作
物
へ
の

飛
散
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
散
布
す

る
際
に
は
、
風
の
少
な
い
早
朝
や

夕
方
を
選
ん
で
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

風
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
散
布

位
置
の
調
節
や
散
布
を
中
断
す

る
判
断
を
し
ま
し
ょ
う
。

農
薬
散
布
や
使
用
に
関
し
て
、

不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
散

布
す
る
前
に
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
や

普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
指

導
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
朝
倉
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー野菜

係
）

散
布
前
日
ま
で
に
周
辺
の

状
況
確
認
と
住
民
へ
周
知
！

営
農
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

水
稲
・
大
豆
の
中
間
管
理

詳
し
く
は
、
各
営
農
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い

水
稲
の
管
理

水
稲
カ
メ
ム
シ
、ウ
ン
カ
対
策

大
豆
の
中
間
管
理

お
問
い
合
わ
せ
は
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
４
６
ー
２
２
ー
２
５
５
１

散
布
前
に
散
布
機
の
調
整
と

適
切
な
量
の
散
布
液
を
準
備
！

散
布
時
は
散
布
方
向
や

風
の
状
況
を
確
認
！

～農薬使用 虎の巻（重点項目）～
一．散布前は農薬ラベルの確認を！
（適用作物、農耕地用・非農耕地用の種別）

一．散布時は周囲の飛散に気を付けて！
一．散布後は器具の洗浄・履歴記帳！
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野菜種の購入や家庭菜園のご相談はお近くの営農センターまたは支店経済まで

トウモロコシ・オクラ・カボチャなどの夏野菜の準備は今！

店頭価格

1,520円（税込）
園芸培土(20㎏)

矢野 裕司

杷木支店経済
営農渉外担当
矢野 裕司

杷木支店経済
営農渉外担当

野菜種を各種
取り揃えています!
野菜種を各種
取り揃えています!初

め
て
の
方
も

　お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

初
め
て
の
方
も

　お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

家庭菜園をはじめてみませんか？

赤星 秀一

杷木支店経済
営農渉外担当
赤星 秀一

杷木支店経済
営農渉外担当

野菜の種から芽が出ることを
「芽出し」といいます。
この「園芸培土」には、「芽出し」に
必要な成分が含まれています。
種をまく時に、ぜひご使用ください！

ご相談や商品のお問い合わせは、最寄りの営農センター・支店経済まで

今月の

オススメ商品 熱中症対策＆草刈機
のご紹介

2種類の刈刃付
①チップソー②樹脂ブレード
2種類の刈刃付
①チップソー②樹脂ブレード

店頭価格13,800円（税込）
西部営農センター
係長 矢野祐司

２種類の刈刃があるので、
用途別に使い分けられて便利です。

店頭価格3,850円（税込）

涼かちゃん

ＫＯＳＨＩＮ
充電式草刈機（バッテリー付)

愛用歴５年♡首元もカバー
し、紫外線のジリジリを軽
減してくれます。

西部営農センター
田中蓮

営
農
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

農
薬
の
飛
散
防
止
対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

　
出
穂
前
後
の
約
10
日
間
は
、最
も

水
が
必
要
な
時
期
で
す
。そ
の
後
、湛

水
状
態
が
続
く
と
根
痛
み
の
原
因

と
な
り
ま
す
。落
水
ま
で
に
根
を
傷

つ
け
な
い
よ
う
に
穂
揃
い
期
以
降

は
、間
断
灌
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
次
に
、落
水
は
出
穂
か
ら
30
〜
35

日
後
が
基
本
で
す
。早
期
落
水
は
登

熟
不
良
、い
も
ち
病
の
助
長
と
な
り

ま
す
の
で
、落
水
は
７
〜
10
日
前
を

目
安
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
台
風
対
策
に
つ
い
て
、風

に
よ
る
し
お
れ
を
防
ぐ
た
め
、風
が

吹
く
前
か
ら
通
過
後
２
〜
３
日
間
は

深
水
に
し
、そ
の
後
水
の
入
れ
替
え

を
し
ま
し
ょ
う
。

　
斑
点
米
の
原
因
と
な
る
カ
メ
ム
シ

は
、普
段
は
休
耕
田
や
雑
草
の
多
い

場
所
に
い
ま
す
。圃
場
内
で
の
発
生

を
抑
え
る
た
め
に
、圃
場
周
囲
の
草

刈
り
を
定
期
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、近
年
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
が
県
内

北
部
で
多
発
し
て
お
り
、品
質
や
収

量
に
大
き
な
影
響
を
出
し
て
い
ま

す
。被
害
に
つ
い
て
は
、出
穂
始
期
か

ら
乳
熟
期
に
か
け
て
被
害
が
大
き
く

な
り
ま
す
。
十
分
に
圃
場
を
確
認

し
、カ
メ
ム
シ
や
ウ
ン
カ
を
見
か
け

た
場
合
は
、水
稲
暦
を
参
考
に
し
、

速
や
か
に
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。イ

ネ
カ
メ
ム
シ
発
生
圃
場
で
は
２
回
目

の
防
除
も
必
要
で
す
。（
１
回
目
の
散

布
後
７
〜
10
日
後
）

　
８
月
下
旬
頃
に
、大
豆
が
開
花
期

を
迎
え
ま
す
。水
利
調
整
が
で
き
る

地
域
で
、乾
燥
害
が
予
想
さ
れ
る
よ

う
な
圃
場
で
は
以
下
に
注
意
し
、畝

間
潅
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。実
施

方
法
は
、圃
場
に
溝
を
切
っ
た
状
態

に
し
、さ
ら
に
暗
渠
排
水
の
栓
を
閉

め
て
、短
時
間
で
圃
場
全
体
に
水
が

行
き
渡
っ
た
ら
す
ぐ
に
水
を
止
め
、

素
早
く
落
水
を
行
い
ま
す
。長
時
間

の
湛
水
は
、根
腐
れ
の
原
因
と
な
り

ま
す
。次
に
大
豆
の
防
除
に
つ
い
て
、

１
回
目
の
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
防
除
は

発
生
予
測
に
あ
わ
せ
て
適
期
に
行

い
、さ
ら
に
９
月
中
下
旬
頃
に
カ
メ

ム
シ
・
紫
斑
病
の
防
除
を
必
ず
行
い

ま
し
ょ
う
。薬
剤
に
つ
い
て
は
、大
豆

暦
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

農畜産課
係長 林 明生

　
農
薬
の
散
布
で
は
、
散
布
方
法

や
風
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
薬
剤

が
周
辺
に
飛
散
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
農
作
物
だ
け
で
な
く
、

雑
草
へ
の
除
草
剤
な
ど
農
薬
散
布

の
機
会
も
多
い
今
の
時
期
だ
か
ら

こ
そ
、
飛
散
防
止
対
策
を
再
度
、

見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
住
宅
地
周
辺
で
農
薬
を

使
用
す
る
場
合
は
、
人
体
や
ペ
ッ

ト
な
ど
へ
の
影
響
や
、
洗
濯
物
、

自
動
車
な
ど
へ
の
付
着
汚
染
防
止

に
も
十
分
な
配
慮
が
必
要
で
す
。

　
農
薬
使
用
者
に
は
、
農
薬
を
安

全
で
適
正
に
使
用
す
る
責
務
が
あ

り
ま
す
。
地
域
の
人
々
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
り
な
が
ら
、

以
下
の
点
に
注
意
し
て
散
布
し
ま

し
ょ
う
。

　
散
布
前
に
は
、
事
前
に
周
辺
の

状
況
を
確
認
し
、
飛
散
に
気
を
付

け
る
箇
所
や
散
布
を
控
え
た
方
が

良
い
場
所
、
安
全
な
散
布
方
法
を

検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
農
薬
を
散
布
す
る
場
合
、

周
辺
住
民
に
も
回
覧
板
な
ど
を
用

い
て
、
農
薬
散
布
の
必
要
性
や
安

全
性
、
散
布
予
定
日
、
飛
散
防
止

対
策
に
つ
い
て
事
前
に
通
知
す
る

な
ど
情
報
交
換
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

　
散
布
機
の
圧
力
や
ノ
ズ
ル
の
噴

霧
状
態
を
確
認
し
、
圧
力
が
強
す

ぎ
な
い
よ
う
適
正
な
状
態
に
調
整

し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
他
、
飛
散
低

減
ノ
ズ
ル
や
飛
散
防
止
カ
バ
ー
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
薬
液
不
足
や
過
剰
散
布
、

残
液
が
生
じ
な
い
よ
う
、
圃
場
面

積
と
作
物
の
生
育
具
合
に
合
わ
せ

た
散
布
液
量
を
調
製
し
ま
し
ょ

う
。

　
作
物
や
雑
草
に
ノ
ズ
ル
を
近
づ

け
近
距
離
か
ら
散
布
し
、
圃
場
の

周
縁
部
で
は
外
側
か
ら
内
向
き
に

散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

　
強
風
時
に
は
、
周
辺
作
物
へ
の

飛
散
が
懸
念
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れ
ま
す
。
散
布
す

る
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に
は
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風
の
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や
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う
。
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の
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て
は
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散
布

位
置
の
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散
布
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中
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す

る
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し
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し
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う
。

　
農
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散
布
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用
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関
し
て
、
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な
点
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あ
る
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合
は
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散

布
す
る
前
に
最
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り
の
Ｊ
Ａ
や
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タ
ー
な
ど
の
指

導
機
関
に
ご
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さ
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。

（
朝
倉
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
菜
係
）

散
布
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に
周
辺
の

状
況
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と
住
民
へ
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営
農
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

水
稲
・
大
豆
の
中
間
管
理

詳
し
く
は
、
各
営
農
セ
ン
タ
ー

　
　
　  

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い

水
稲
の
管
理

水
稲
カ
メ
ム
シ
、ウ
ン
カ
対
策

大
豆
の
中
間
管
理

お
問
い
合
わ
せ
は
同
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
９
４
６
ー
２
２
ー
２
５
５
１

散
布
前
に
散
布
機
の
調
整
と

適
切
な
量
の
散
布
液
を
準
備
！

散
布
時
は
散
布
方
向
や

風
の
状
況
を
確
認
！

～農薬使用 虎の巻（重点項目）～
一．散布前は農薬ラベルの確認を！
　  （適用作物、農耕地用・非農耕地用の種別）
一．散布時は周囲の飛散に気を付けて！
一．散布後は器具の洗浄・履歴記帳！
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①
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覧
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は―
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③
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代
女
）

⑤
官
の
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⑥
合
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⑦
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⑨
悪
夢
を
食
べ
る
と
い
わ
れ
る
想

像
上
の
動
物

⑪
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に
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⑰
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幣
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す
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策
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ひ
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つ
で
す

⑲
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内
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⑳
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く
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た
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さ
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出
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す
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半
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で
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た
洋
菓
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①
ミ
ー
ン
ミ
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ャ
ワ
シ
ャ
ワ
、カ

ナ
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ナ
カ
ナ…

…

②
物
事
に
か
か
わ
り
を
持
つ
こ
と

③
代
金
は
今
度
ま
と
め
て
払
う
ね

④
西
田
佐
知
子
の
ヒ
ッ
ト
曲
、『
コ

ー
ヒ
ー・――

』

⑥
さ
だ
ま
さ
し
の
名
曲『―

―

流

し
』で
歌
わ
れ
て
い
る
の
は
、長

崎
県
な
ど
で
す
る
お
盆
の
行
事

⑧
ス
イ
カ
に
か
け
る
人
も
い
ま

す
⑩
２
分
の
１
が
ハ
ー
フ
な
ら
４
分

の
１
は

⑫
チ
ョ
ウ
が
吸
う
も
の

⑭
台
木
に
く
っ
つ
け
た
り
挟
ん
だ

り
し
て
育
て
ま
す

⑯
も
う
一
杯
、
お――

！

⑱
鼻
の
長
い
動
物

二重枠に入った文字を、Ａから順に並べてできる言葉は何でしょうか？

■A ■B ■C ■D ■E

応募締切日…令和7年8月25日月（当日消印有効）

※先月号は60人の応募がありました。

★鷹銀蠅さん
★ポッポさん
★えっちゃんさん

★藤井新一さん
★田中京子さん

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

ネ ガ イ ゴ ト

ゴーヤチップス

【材料】２人分

ゴーヤ１本、片栗粉 大さじ1強

　揚げ油 適量、レモン 適宜

【作り方】

1ゴーヤは約3㎜厚さの輪切りにし、種とワタを取り除く。
　※半分に切って薄切りでも可

2ポリ袋に1、片栗粉を入れてポリ袋を閉じて軽く振る。
3鍋に油を入れ、170℃の温度で2を入れて3分ほど表面が

カリッとするまで揚げる。油をきり、軽く塩を振る。

4器に盛り付け、お好みでレモンのくし切りを添える。

レシピ

ゴーヤは、鮮やかな緑色と表面のイボが特徴的です。
ゴーヤはβカロテン、ビタミンＣ、カリウム、食物繊維な
どの栄養素を含みます。特に体の抵抗力を高めるビタミ
ンＣが豊富で、加熱してもビタミン成分が破壊されにく
いのが特徴です。特有の苦味成分であるモモルデシン
は消化液の分泌を促し、食欲増進効果があります。また、
血糖値や血圧を下げる働きも期待できます。カリウムは
余分なナトリウムを排出してくれる働きがあり、むくみ
予防にも役立ちます。

【ゴーヤパワー】食欲増進！

ＪＡオリジナル加工品をプレゼント!

85

ま
り
の
暑
さ
で
し
ょ
う
か
。ナ

ス
の
で
き
が
悪
い
で
す
。

（
朝
倉
市
ジ
ロ
ー
ち
ゃ
ん 

71
歳
）

暑
さ
が
原
因
で
す
か
ね
？
職

場
で
ナ
ス
を
栽
培
し
て
い
ま

し
た
が
、尻
腐
れ
病
と
葉
っ
ぱ
が
枯

れ
て
し
ま
い
ま
し
た

　野
菜
づ
く

り
の
難
し
さ
を
知
っ
た
夏
で
し
た
。

Ａ
野
菜
ソ
ム
リ
エ
通
信
の
「
ス

モ
モ
ゼ
リ
ー
」
が
と
て
も
お
い

し
そ
う
で
し
た
。

（
朝
倉
市
マ
ー
テ
ィ 

46
歳
）

ス
モ
モ
の
鮮
や
か
な
色
が
出

て
い
て
、と
て
も
お
い
し
そ

う
で
し
た
。ス
モ
モ
以
外
に
も
い

ろ
ん
な
フ
ル
ー
ツ
を
入
れ
て
ア
レ

ン
ジ
し
た
ら
、よ
り
一
層
お
い
し
い

ゼ
リ
ー
が
で
き
そ
う
で
す
ね
。

の
シ
マ
ト
ネ
リ
コ
の
木
に
た
く

さ
ん
の
セ
ミ
が
鳴
き
始
め
ま
し

た
。夏
休
み
に
な
る
と
セ
ミ
や
カ

ブ
ト
ム
シ
を
捕
ま
え
て
い
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。メ
ダ
カ
や
ザ

リ
ガ
ニ
が
い
た
の
も
遠
い
昔
の
話

で
す
。周
り
の
自
然
も
大
事
に
し

た
い
で
す
ね
。

（
筑
前
町
朝
倉
の
ゲ
ン 

73
歳
）

私
も
夏
休
み
は
早
起
き
を
し

て
カ
ブ
ト
ム
シ
を
捕
ま
え
、

毎
日
川
で
泳
ぎ
、タ
ニ
シ
や
メ
ダ

カ
を
獲
っ
て
い
ま
し
た
。懐
か
し

い
で
す
。今
あ
る
自
然
に
も
感
謝

で
す
ね

年
は
夜
中
も
暑
過
ぎ
て
、外
で

洗
濯
物
を
干
し
て
い
て
も
、ま

だ
蚊
に
刺
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。蚊

も
猛
暑
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
筑
紫
野
市
ポ
ッ
ポ 

68
歳
）

夏
に
活
動
す
る
蚊
で
す
ら
暑

く
て
動
け
な
い
な
ん
て
、
と

て
も
危
険
な
暑
さ
で
す
ね　
お
互

い
熱
中
症
に
気
を
付
け
て
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

阪
・
関
西
万
博
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
暑
か
っ
た
、
疲
れ
た
！

（
筑
前
町
ト
ウ
キ
チ 

70
歳
）

暑
い
中
、お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。私
も
万
博
行
っ
て
み
た

い
で
す
。印
象
に
残
っ
た
パ
ビ
リ

オ
ン
は
あ
り
ま
し
た
か
？

々
に
雨
が
降
り
ま
し
た
。
木
々

や
花
々
が
生
き
生
き
と
輝
い
て

い
ま
す
。
恵
み
の
雨
で
す
。

（
朝
倉
市
ま
ゆ 

67
歳
）

今
年
の
梅
雨
は
雨
量
が
少
な

く
て
暑
か
っ
た
で
す
ね
。雨

が
降
る
と
植
物
が
喜
ん
で
い
る
よ

う
に
見
え
ま
す
。ま
さ
し
く
恵
み

の
雨
で
す
ね

Ｊ あ

今久

庭

大

▲杷木支店 七夕飾り(朝倉市・7月1日)▲杷木支店 支店協同活動 カローリング大会 (朝倉市・7月19日)

あ
と
が
き

今
年
の
夏
は
花
火
大
会
に
行
き
た
い
な
と

思
い
ま
す
が
、暑
さ
と
人
混

み
を
想
像
す
る
と
、ち
ょ
っ

と
迷
っ
て
い
ま
す…

。

に
忙
し
い
時
期
で
し
た
。麦
刈

り
取
り
、種
ま
き
、田
植
え
、大

豆
播
種
と
息
つ
く
暇
が
な
い
。

（
朝
倉
市
福
山
雅
治 

69
歳
）

こ
の
時
期
の
普
通
作
は
特
に

忙
し
く
て
大
変
で
す
ね
。
気

温
が
35
度
を
超
え
る
猛
暑
日
が
続

き
ま
す
の
で
、
休
憩
と
水
分
を

し
っ
か
り
取
っ
て
熱
中
症
に
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

年
は
ト
マ
ト
が
大
量
に
採
れ
た

の
で
、
友
達
に
お
す
そ
分
け
を

し
ま
し
た
。
も
う
少
し
雨
が
降
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

（
筑
前
町
グ
リ
ー
ン
グ
リ
ー
ン 

73
歳
）

大
量
に
収
穫
で
き
て
良
か
っ

た
で
す
ね

　お
友
達
も
喜
ん

で
く
れ
た
で
し
ょ
う

　雨
が
少
な

く
て
水
や
り
が
大
変
だ
と
思
い
ま

す
が
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

月
上
旬
に
近
所
の
方
と
焼
鳥
屋

さ
ん
へ
さ
な
ぼ
り
に
行
き
ま
し

た
。初
め
て
行
っ
て
楽
し
か
っ
た
で

す
。参
加
し
て
良
か
っ
た
で
す
。

（
朝
倉
市
ヤ
キ
ト
リ 

45
歳
）

「
さ
な
ぼ
り
」と
い
う
言
葉
を

初
め
て
聞
い
た
の
で
、調
べ

て
み
ま
し
た
。地
域
に
よ
っ
て
違

い
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

田
植
え
が
終
わ
っ
た
後
に
行
う
打

ち
上
げ
の
こ
と
な
ん
で
す
ね

特７ 今

原
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な
い
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
筑
紫
野
市 

ポ
ッ
ポ 

68
歳
）

夏
に
活
動
す
る
蚊
で
す
ら
暑

く
て
動
け
な
い
な
ん
て
、
と

て
も
危
険
な
暑
さ
で
す
ね　
お
互

い
熱
中
症
に
気
を
付
け
て
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

阪
・
関
西
万
博
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
暑
か
っ
た
、
疲
れ
た
！

（
筑
前
町 

ト
ウ
キ
チ 

70
歳
）

暑
い
中
、お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。私
も
万
博
行
っ
て
み
た

い
で
す
。印
象
に
残
っ
た
パ
ビ
リ

オ
ン
は
あ
り
ま
し
た
か
？

々
に
雨
が
降
り
ま
し
た
。
木
々

や
花
々
が
生
き
生
き
と
輝
い
て

い
ま
す
。
恵
み
の
雨
で
す
。

（
朝
倉
市 

ま
ゆ 

67
歳
）

今
年
の
梅
雨
は
雨
量
が
少
な

く
て
暑
か
っ
た
で
す
ね
。雨

が
降
る
と
植
物
が
喜
ん
で
い
る
よ

う
に
見
え
ま
す
。ま
さ
し
く
恵
み

の
雨
で
す
ね

Ｊ あ

今久

庭

大

▲杷木支店 七夕飾り(朝倉市・7月1日)▲杷木支店 支店協同活動 カローリング大会 (朝倉市・7月19日)

あ
と
が
き

今
年
の
夏
は
花
火
大
会
に
行
き
た
い
な
と

思
い
ま
す
が
、暑
さ
と
人
混

み
を
想
像
す
る
と
、ち
ょ
っ

と
迷
っ
て
い
ま
す…

。

に
忙
し
い
時
期
で
し
た
。麦
刈

り
取
り
、種
ま
き
、田
植
え
、大

豆
播
種
と
息
つ
く
暇
が
な
い
。

（
朝
倉
市 

福
山
雅
治 

69
歳
）

こ
の
時
期
の
普
通
作
は
特
に

忙
し
く
て
大
変
で
す
ね
。
気

温
が
35
度
を
超
え
る
猛
暑
日
が
続

き
ま
す
の
で
、
休
憩
と
水
分
を

し
っ
か
り
取
っ
て
熱
中
症
に
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

年
は
ト
マ
ト
が
大
量
に
採
れ
た

の
で
、
友
達
に
お
す
そ
分
け
を

し
ま
し
た
。
も
う
少
し
雨
が
降
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

（
筑
前
町 

グ
リ
ー
ン
グ
リ
ー
ン 

73
歳
）

大
量
に
収
穫
で
き
て
良
か
っ

た
で
す
ね

　お
友
達
も
喜
ん

で
く
れ
た
で
し
ょ
う

　雨
が
少
な

く
て
水
や
り
が
大
変
だ
と
思
い
ま

す
が
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

月
上
旬
に
近
所
の
方
と
焼
鳥
屋

さ
ん
へ
さ
な
ぼ
り
に
行
き
ま
し

た
。初
め
て
行
っ
て
楽
し
か
っ
た
で

す
。参
加
し
て
良
か
っ
た
で
す
。

（
朝
倉
市 

ヤ
キ
ト
リ 

45
歳
）

「
さ
な
ぼ
り
」と
い
う
言
葉
を

初
め
て
聞
い
た
の
で
、調
べ

て
み
ま
し
た
。地
域
に
よ
っ
て
違

い
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

田
植
え
が
終
わ
っ
た
後
に
行
う
打

ち
上
げ
の
こ
と
な
ん
で
す
ね

特７ 今

原

13 Vol.376



インフォメーション

７月１日に入組した、新入職員を紹介し
ます。どうぞよろしくお願いします。

金融共済部

新入職員紹介

三浦 加織
 み うら   か おり

皆さまに信頼される職員を目指して
頑張ります！

野　菜　課　☎0946-23-8342
果　樹　課　☎0946-23-8341　
東部選果場　☎0946-52-2163

お問い合わせ先

メリット１ 当JAの選果場へ持ち込むだけ!福岡大同青果までの時間
や交通費が大幅に削減出来ます!

メリット２ 空いた時間で、管理作業の充実や、栽培面積の拡大など
で所得アップも!

メリット３ 「JA筑前あさくら」ブランドで出荷し、
朝倉ベジフル専用売場での有利販売!

メリット４ 少量（小ロット）でもOK!

【出荷に関する事前手続きもありますので、まずはお気軽にお問い合わせください】

朝倉市役所からのお知らせ

令和７年度

 昨年度に策定した地域計画の見直しにあわせて、朝倉市内の農地について、「貸したい、売りたい…」
または「営農規模を拡大するために農地を探したい…」と考えている方を対象に相談会を開催します。あわ
せて、地域計画作成の際に行った農地利用の意向アンケートで回答のなかった農地情報も収集していき
ます。相談は無料ですので、お気軽にお越しください。

各地区3日間ずつ開催しますので、都合の良いときにお越しください。

お問い合わせ先　朝倉市役所 農業振興課 農政係 ☎ 0946－52－1427

◎相談会開催及び会場

※農業委員会へのあっせんの申し出の内容につきましては、確認済みです。

主な相談内容 貸したい
売りたい

借りたい
買いたい どちらでも可地区別開催日時

上秋月・秋月・安川地区
場所：ピーポート甘木 多目的ホール　
時間：10：00～12：00

8/26（火） 8/27（水） 8/28（木）

甘木・馬田・立石地区
場所：ピーポート甘木 多目的ホール　
時間：13：00～15：00

8/26（火） 8/27（水） 8/28（木）

松末・杷木・久喜宮・志波地区
場所：らくゆう館２階 研修室１・２　
時間：13：00～15：00

9/8（月） 9/9（火） 9/10（水）

朝倉・宮野・大福地区
場所：朝倉生涯学習センター２階 会議室１
時間：13：00～15：00

9/16（火） 9/17（水） 9/18（木）

福田・蜷城・金川地区
場所：ピーポート甘木 多目的ホール
時間：10：00～12：00

9/22（月） 9/24（水） 9/25（木）

三奈木・高木地区
場所：ピーポート甘木 多目的ホール
時間：13：00～15：00

9/22（月） 9/24（水） 9/25（木）

        守ろう！繋ごう！
朝倉の農地未来設計相談会（無料）

※受付時間　平日8：30～17：00お問い合わせ先 野菜課 ☎0946-23-8342　果樹課 ☎0946-23-8341

9月 4日（木）甘木中央支店 2階会議室
9月 5日（金）夜須支店 2階会議室

期日
場所

15:00～18:00（受付は17:30まで）時間

当日はお好きな時間に直接会場にお
越しいただいて構いませんが、事前に

をお電話いただけると、より詳しい
回答ができるようにいたします。

①希望日時
②会場
③ご相談内容

野菜・果樹を始めたい方、規模拡大したい方、栽培品目についてもご相談ください。
また、少量でも出荷できる所をお探しのあなた、新たな販売先をお探しのあなた、
「朝倉ベジフル」のご説明もいたします。

今やっている農業を拡大したい！農業を仕事にしたい！今やっている農業を拡大したい！農業を仕事にしたい！

アグリ相談会アグリ相談会 野菜
果樹花

朝倉市・筑前町・東峰村で農業をしている方、
これから始めたいと考えている方が対象の相談会です

インフォメーション
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インフォメーション

７月１日に入組した、新入職員を紹介し
ます。どうぞよろしくお願いします。

金融共済部

新入職員紹介

三浦 

皆さまに信頼される職員を目指して
頑張ります！

野　菜　課　☎0946-23-8342
果　樹　課　☎0946-23-8341　
東部選果場　☎0946-52-2163

お問い合わせ先

メリット１ 当JAの選果場へ持ち込むだけ!福岡大同青果までの時間
や交通費が大幅に削減出来ます!

メリット２ 空いた時間で、管理作業の充実や、栽培面積の拡大など
で所得アップも!

メリット３ 「JA筑前あさくら」ブランドで出荷し、
朝倉ベジフル専用売場での有利販売!

メリット４ 少量（小ロット）でもOK!

【出荷に関する事前手続きもありますので、まずはお気軽にお問い合わせください】

朝倉市役所からのお知らせ

令和７年度

昨年度に策定した地域計画の見直しにあわせて、朝倉市内の農地について、「貸したい、売りたい…」
または「営農規模を拡大するために農地を探したい…」と考えている方を対象に相談会を開催します。あわ
せて、地域計画作成の際に行った農地利用の意向アンケートで回答のなかった農地情報も収集していき
ます。相談は無料ですので、お気軽にお越しください。

各地区3日間ずつ開催しますので、都合の良いときにお越しください。

お問い合わせ先　朝倉市役所 農業振興課 農政係 ☎ 0946－52－1427

◎相談会開催及び会場

※農業委員会へのあっせんの申し出の内容につきましては、確認済みです。

主な相談内容 貸したい
売りたい

借りたい
買いたい どちらでも可地区別開催日時

上秋月・秋月・安川地区
場所：ピーポート甘木 多目的ホール
時間：10：00～12：00

8/26（火） 8/27（水） 8/28（木）

甘木・馬田・立石地区
場所：ピーポート甘木 多目的ホール
時間：13：00～15：00

8/26（火） 8/27（水） 8/28（木）

松末・杷木・久喜宮・志波地区
場所：らくゆう館２階 研修室１・２
時間：13：00～15：00

9/8（月） 9/9（火） 9/10（水）

朝倉・宮野・大福地区
場所：朝倉生涯学習センター２階 会議室１
時間：13：00～15：00

9/16（火） 9/17（水） 9/18（木）

福田・蜷城・金川地区
場所：ピーポート甘木 多目的ホール
時間：10：00～12：00

9/22（月） 9/24（水） 9/25（木）

三奈木・高木地区
場所：ピーポート甘木 多目的ホール
時間：13：00～15：00

9/22（月） 9/24（水） 9/25（木）

        守ろう！繋ごう！
朝倉の農地未来設計相談会（無料）

※受付時間　平日8：30～17：00お問い合わせ先 野菜課 ☎0946-23-8342　果樹課 ☎0946-23-8341

9月 4日（木）甘木中央支店 2階会議室
9月 5日（金）夜須支店 2階会議室

期日
場所

15:00～18:00（受付は17:30まで）時間

当日はお好きな時間に直接会場にお
越しいただいて構いませんが、事前に

をお電話いただけると、より詳しい
回答ができるようにいたします。

①希望日時
②会場
③ご相談内容

野菜・果樹を始めたい方、規模拡大したい方、栽培品目についてもご相談ください。
また、少量でも出荷できる所をお探しのあなた、新たな販売先をお探しのあなた、
「朝倉ベジフル」のご説明もいたします。

今やっている農業を拡大したい！農業を仕事にしたい！今やっている農業を拡大したい！農業を仕事にしたい！

アグリ相談会アグリ相談会 野菜
果樹花

朝倉市・筑前町・東峰村で農業をしている方、
これから始めたいと考えている方が対象の相談会です
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組合員皆さまの住所・氏名・資格等に変更が生じた場合には、最寄りの支店で手続きが必要となります。
お手続きの際には、支店にご相談のうえ、ご来店いただきますようお願いいたします。
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電
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 代
表（
0
9
4
6
）2
3
-2
2
2
2

令
和
７
年
6
月
26
日
の
令
和
７
年
度
第
３
回

定
例
理
事
会
で
、次
の
事
項
が
慎
重
に
審
議

さ
れ
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
　
組
合
長
の
選
任
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

専
務
理
事
の
選
任
及
び
担
当

部
門
に
つ
い
て

第
３
号
議
案

常
務
理
事
の
選
任
及
び
担
当

部
門
に
つ
い
て

第
４
号
議
案
　
代
表
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

第
５
号
議
案

理
事
会
の
招
集
権
及
び
議
長

の
代
理
順
位
に
つ
い
て

第
６
号
議
案

個
人
情
報
保
護
統
括
管
理
者

及
び
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
統

括
管
理
者
の
選
任
に
つ
い
て

第
７
号
議
案

理
事
会
へ
の
室
部
長
・
支
店

長
等
の
陪
席
に
つ
い
て

①
非
常
勤
役
員
の
研
修
会
に
つ
い
て

②
あ
ぐ
り
フ
ェ
ス
タ
に
つ
い
て

令
和
７
年
7
月
10
日
の
令
和
７
年
度
第
２
回

臨
時
理
事
会
で
、次
の
事
項
が
慎
重
に
審
議

さ
れ
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
　
令
和
７
年
度
理
事
報
酬
の
支

給
額
・
支
給
方
法
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
　
理
事
の
退
職
慰
労
金
支
給

　
　
額
・
支
給
方
法
に
つ
い
て

第
３
号
議
案
　
令
和
７
年
借
入
金
の
最
高
限

度
に
つ
い
て

第
４
号
議
案
　
令
和
７
年
度
貸
付
金
利
率
の

最
高
限
度
に
つ
い
て

第
５
号
議
案
　
令
和
７
年
度
信
用
供
与
等
の

最
高
限
度
額
に
つ
い
て

第
６
号
議
案
　
行
政
庁
に
提
出
す
る
業
務
報

告
書
に
つ
い
て
　

①
内
部
監
査
の
品
質
に
関
す
る
内
部
評
価
報

告
に
つ
い
て

②
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

③
専
門
委
員
会
設
置
規
程
に
よ
る
理
事
の
部

門
担
当
及
び
債
権
対
策
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

④
役
員
の
業
務
引
継
ぎ
に
つ
い
て

⑤
役
員
賠
償
責
任
保
険
の
保
険
料
負
担
に
つ

い
て

⑥
令
和
７
年
度
５
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

⑦
第
31
回
通
常
総
代
会
出
席
状
況
に
つ
い
て

⑧
新
役
員
間
の
申
し
合
わ
せ
事
項
に
つ
い
て

⑨
役
員
及
び
室
・
部
・
支
店
長
の
連
絡
先
に

つ
い
て

⑩
Ｊ
Ａ
施
設
巡
回
日
程
に
つ
い
て

理
事
会
だ
よ
り

小さい頃に来た時を思い出して懐かしさを感じました。
三連水車は朝倉を代表する文化遺産で、周辺の美しい自
然と調和した水車の風景を眺めることができます。春に
は桜が美しく、秋には紅葉が楽しめます。(刈茅)

これは朝倉の伝統的なお祭りである甘木祇
園山笠です。子どもからお年寄りまで町の全
員が参加する行事です。とても迫力があるの
でぜひ皆さん来年見に来てください。(赤時)

付

　議

　事

　項

刈茅 優奈さん

かるかや ゆ    な

赤時 凛さん

あ か じ りん

２年 

朝倉東高校

臨
時
理
事
会
だ
よ
り

（令和 7年 6月 30日現在）

（正）7,528人
（准）7,408人

1,622億 2百万円
168億 4千万円
1,217万ポイント
17億 1千万円
12億 3千万円
36億 5千万円




